
耐久性 等級３
耐震性 等級２以上
維持管理の容
易性

等級３

可変性
躯体天井高を一
定以上確保

省エネ性 等級４
バリアフリー性 等級３以上
住環境への配
慮

各自治体の要件
を満たす

参考にすべき性能表示項目

７
割
が
２
０
０
年
住
宅

を
取
得
し
た
い

予
定
通
り
な
ら
今
国
会

で
２
０
０
年
住
宅
関
連
法

案
が
成
立
す
る
。
２
０
０

年
住
宅
構
想
を
つ
く
っ
た

自
民
党
の
住
宅
土
地
調
査

会
の
会
長
が
総
理
に
な
る

前
の
福
田
さ
ん
だ
っ
た
た

め
、
総
理
就
任
後
に
政
策

化
が
一
気
に
進
ん
だ
。

業
界
紙
だ
け
で
な
く
、

経
済
誌
や
テ
レ
ビ
ま
で
も

「
２
０
０
年
住
宅
」
が
登

場
し
、
す
で
に
、
一
部
住

宅
メ
ー
カ
ー
は
自
称
２
０

０
年
住
宅
を
発
表
し
て
い

る
。

新
建
ハ
ウ
ジ
ン
グ
が
２

年
以
内
に
住
宅
取
得
意
向

の
あ
る
５
０
０
人
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

は
、
２
０
０
年
住
宅
に
対

す
る
認
知
度
は
高
く
、
７

割
が
「
取
得
し
た
い
」
と

回
答
し
て
い
る
。

「
２
０
０
年
住
宅
」
は
、

「
瑕
疵
保
証
義
務
化
」
と

並
ん
で
、
今
年
の
住
宅
業

界
の
最
大
の
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
る
。

２
０
０
年
住
宅
（
超
長

期
優
良
住
宅
）
の
狙
い
は

２
０
０
年
も
つ
住

宅
を
作
る
こ
と
で

は
な
く
「
壊
し
て

建
て
替
え
る
住
宅
」

か
ら
「
修
繕
し
な

が
ら
長
く
使
う
住

宅
」
へ
の
転
換
、

ス
ト
ッ
ク
型
社
会

の
実
現
に
あ
る
。

認
定
は
住
宅
単

体
で
は
な
く
、
点

検･

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
よ
る
維
持
保
全

の
資
金
や
時
期
、
方
法
な

ど
を
具
体
化
し
た
「
長
期

優
良
住
宅
建
築
等
計
画
」

が
対
象
と
な
る
。
求
め
ら

れ
る
維
持
保
全
期
間
は
30

年
以
上
と
２
０
０
年
か
ら

大
き
く
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し

た
。
実
際
に
長
期
優
良
住

宅
法
案
の
中
に
は
「
２
０

０
年
」
の
文
言
は
一
切
出

て
こ
な
い
。
工
務
店
で
も

充
分
対
応
で
き
る
内
容
だ
。

消
費
者
は
、
単
純
に
２

０
０
年
も
つ
住
宅
の
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
少

な
く
な
い
。
「
２
０
０
年
」

の
意
味
を
し
っ
か
り
と
お

客
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。

住
宅
性
能
評
価

制
度
が
ベ
ー
ス
に

10
月
に
は
認
定
住
宅
の

受
付
が
開
始
さ
れ
る
予
定

だ
が
、
長
期
優
良
住
宅
の

基
準
は
大
筋
「
住
宅
性
能

評
価
制
度
」
の
基
準
が
使

わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

よ
う
だ
（
表
参
照
）
。
性

能
評
価
制
度
に
対
応
し
て

い
る
工
務
店
の
方
が
、
長

期
優
良
住
宅
の
認
定
に
も

対
応
し
や
す
い
。
申
請
書

類
な
ど
の
事
務
負
担
は
あ

る
が
、
仕
事
受
注
に
は
不

可
欠
だ
。
全
建
総
連
も
２

０
０
年
住
宅
に
対
応
し
た

「
型
式
認
定
住
宅
」
の
検

討
に
着
手
す
る
よ
う
だ
。

お
客
さ
ん
へ
の

説
明
が
重
要
に

長
期
優
良
住
宅
は
、
既

存
住
宅
も
対
象
に
な
る
こ

と
が
確
実
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
建
て
る
住
宅
が

既
存
住
宅
の
長
期
優
良
住

宅
認
定
が
と
れ
る
か
否
か

は
、
お
客
さ
ん
の
資
産
価

値
に
大
き
く
か
か
わ
る
問

題
だ
。
選
択
す
る
の
は
、

お
客
さ
ん
だ
が
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の

説
明
を
充
分
行
わ
な
い
と
、

信
頼
を
失
う
結
果
に
な
り

か
ね
な
い
。
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住まいのネットワークは規約も会費もないゆ

るやかな組織で、この情報誌を読むことが会員

の資格です。学習・交流を通じ、中小業者の協

同化を目指しています。

さしがね教室受講生募集

技能検定金賞や青年技能競技大会メ

ダリストを輩出した埼玉土建の「さ

しがね教室」が今年も始まる。課題

は「四方転び踏み台」。講師陣には

グランプリメダリストも加わる。受

講料は３万円と少々値が張るが、得

た経験値は必ず仕事で生きてくる。

申し込みは各支部まで

発 行 所：埼玉土建一般労働組合

さいたま市南区鹿手袋6－18－12

電 話 048-863-6293

これは登録された会員の皆さんに送るＦＡＸ情報紙です。心当たりのない方、ご迷惑な方は０４８－８６３－６２９３ までご連絡下さい

年代別の「200住宅」取得意向（新建ハウジング調べ）
２
０
０
年
住
宅
は
首
相
の
肝
い
り

法
案
だ
。



新
建
築
士
法
に
よ
り
、

構
造
設
計
一
級
建
築
士
、

設
備
設
計
一
級
建
築
士
が

創
設
さ
れ
る
。
一
定
規
模

以
上
の
建
築
物
（
Ｒ
Ｃ
造

高
さ
20
ｍ
超
、
Ｓ
造
４
階

建
て
以
上
、
木
造
高
さ
13

ｍ
超
ま
た
は
軒
高
９
ｍ
超

等
）
の
構
造
設
計
に
つ
い

て
は
、
構
造
設
計
一
級
建

築
士
が
設
計
す
る
か
、
構

造
設
計
一
級
建
築
士
に
よ

る
構
造
適
合
性
確
認
が
義

務
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

３
階
建
て
以
上
で
、
床
面

積
５
千
㎡
超
の
建
築
物
に

つ
い
て
は
、
設
備
設
計
一

級
建
築
士
に
よ
る
法
適
合

チ
ェ
ッ
ク
が
義
務
付
け
ら

れ
る
。
義
務
化
は
09
年
５

月
末
予
定
だ
。

法
施
行
時
に
構
造
・
設

備
設
計
一
級
建
築
士
が
不

足
し
、
建
築
設
計
が
停
滞

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
大

臣
認
定
機
関
の(

財)

建
築

技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー

が
行
う
「
み
な
し
講
習
」

を
受
講
し
、
修
了
考
査
に

合
格
す
れ
ば
構
造
・
設
備

一
級
建
築
士
の
資
格
を
与

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
構

造
一
級
建
築
士
は
２
日
間

の
講
義
と
１
日
修
了
考
査
、

設
備
一
級
建
築
士
は
３
日

間
の
講
義
と
１
日
修
了
考

査
と
な
る
。
受
講
に
は
、

一
級
建
築
士
と
し
て
、
構

造
設
計
や
設
備
設
計
に
関

す
る
５
年
以
上
の
実
務
経

験
が
必
要
だ
。

新
建
築
士
法
で
は
、
建

築
士
事
務
所
を
管
理
す
る

建
築
士
（
以
下
管
理
建
築

士
）
の
資
格
取
得
制
度
が

創
設
さ
れ
た
。
管
理
建
築

士
の
資
格
を
取
得
に
は
、

①
建
築
士
と
し
て
建
築
士

事
務
所
で
３
年
以
上
の
実

務
経
験
を
積
み
、
所
属
す

る
事
務
所
の
管
理
建
築
士

に
証
明
し
て
も
ら
う
②
国

土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受

け
た
登
録
講
習
機
関
が
行

う
管
理
建
築
士
講
習
の
課

程
（
講
義
時
間
５
時
間
、

修
了
考
査
１
時
間
）
を
修

了
す
る
こ

と
が
必
要
。

管
理
建
築

士
講
習
の

受
講
は
、

現
在
登
録

さ
れ
て
い

る
建
築
士

事
務
所
の

管
理
建
築

士
も
対
象

と
な
り
、

法
施
行
か

ら
３
年
以

内
に
受
講

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
建
築
士
資

格
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
管

理
建
築
士
と
し
て
建
築
士

事
務
所
登
録
が
で
き
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
設
計
事
務

所
に
３
年
以
上
働
く
こ
と

が
要
件
と
な
る
。
そ
う
な

る
と
、
町
場
の
２
代
目
が

が
ん
ば
っ
て
一
級
建
築
士

に
合
格
し
、
「
そ
れ
じ
ゃ

あ
建
築
士
事
務
所
の
看
板

を
掲
げ
る
か
」
な
ん
て
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
。
現

在
、
建
築
士
を
持
っ
て
い

る
工
務
店
の
仲
間
で
、
今

後
、
建
築
士
事
務
所
登
録

の
可
能
性
が
あ
る
仲
間
は
、

11
月
の
法
施
行
前
に
、
建

築
士
事
務
所
登
録
を
行
う

こ
と
を
検
討
す
べ
き
だ
。

管
理
建
築
士
の
資
格
取

得
制
度
に
つ
い
て
も

(

財)

建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン

タ
ー
が
「
み
な
し
講
習
」

を
開
催
す
る
。
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【資料配付】4月7日から、建築技術教育

普及センターの支部、都道府県の建築士

会、建築士事務所協会で配布

【受講申込】(財)建築技術教育普及セン

ター支部へ郵送（配達記録）

【申込受付】4月14日～5月2日
【講習日程】

構造設計:6月9、10日【場所】東京都

【定員】1000人 、6月12・13、17・18

日 【場所】横浜市 【定員】各2000人

【修了考査】7月20日

設備設計:6月22～24日・29～7月1日

【場所】東京都 【定員】各800人

【修了考査】7月13日

【受付問合せ先】(財)建築技術教育普及

センター、03-5524-3105
※詳しくは【インターネットホームペー

ジ http://www.jaeic.jp/】

【資料配付】１回目６月上旬、２回目９

月中旬、都道府県建築士事務所協会、

(財)建築技術教育普及センター支部で配

布予定

【受講申込】１回目７月中旬・２回目９

月下旬、予定都道府県建築士事務所協会

で受付予定

【受付問合せ先】

埼玉県建築士事務所協会048-864-9313

※詳しくは【インターネットホームペー

ジ http://www.jaeic.jp/】


